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1303　　　　　　　Comamonas 　tesgosgeroni　R5 株 由来

　　　　　　　　　　フ ェ ノール水酸化酵 素の 新 規の 転写調節遺伝子の解析

　　　　　　　　　 ○寺本真紀、原 山重 明、渡辺
一

哉 （海洋バ イオ ・釜石研）

細 的】Comanonay 　testosteroni　R5 株は我 々 が調 べ た フ ェ ノ
ール分解菌の 中で 最 も高 い 比

活性を示 し、か つ フ ヱ ノ
ー

ル に対 して高 い親和性 を示す株で ある 。 昨年の 本大会 にお いて

この R5 株 か らフ ェ ノー ル水 酸化 酵素 の 調 節遺 伝 子 （pkcS と phcR ）及 び構 造遺伝 子

（phcKLMNOP ） をコ
ー

ドす る DNA 断片を ク ロ
ー

ニ ングし た こ と を報告 し、また PhcS が

こ の 酵素の 遺伝子発現の 抑制に関与 して い る 可 能性を報告 した。本研究で は、R5 株 にお

い て発見 され た フ ェ ノール 水酸化酵 素の 発現 を制御する新規 の 調節遺伝子 （phcT ）に つ い

て 報告す る。

【方法及び結果】phcS の 下流域 をさ らに解析 した と ころ xyts と類似性 をもっ open 　reading

牝   e ψ齔 恥 が 存在 した。こ の phcT、　phcR 及び フ ェ ノ
ー

ル 水酸化酵素の 構造遺伝子 を コ
ー

ドする DNA 断片 を Pseitdomonas　aentginosa 　PAO 　l　c 株 （  鵬 贓
＋

phenol
−
）に 導入 し、 この 株

の フ ェ ノ
ール酸素添加活性 を phcR 及び構造遺伝子 を含む DNA 断片を持つ PAOIc 株の 活

性 と比較 した と ころ ， phcT を持つ PAOIc 派生株の 方が比活性が高か っ た 。 こ の こ と か ら ，

Ph．cT が フ ェ ノ
ール水酸化酵素遺伝子の 発現 を高め る の に 関与 して い る 可能性が示 唆さ れ

た 。現在、作製 した pk．cT 欠失 R5 変異株及 び 卿 c∫ 欠失 R5 変異株 を用 い て 、　 R5 株内で の

PhcT 及 び PhcS の フ ェ ノ
ール代 謝系に及 ぼす影響 を検討 して い る。本研究開発 は、産 業科 学 技

術研究開発の
・
環 と し て 、覇 エ ネル ギ

ー・産業技術総合開 発機構 か ら委託 を受 け て 実施 し た もの で あ る 。
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1304 PCE 分 解嫌気性綱菌 DPH −1 橡 の 無細胞挾出液 に よ る 脱塩粲化 反 篤
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羅
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一
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　テ トラ ク ロ 【コエ チ レ ン （PCE ）は トリク 囗 ロ エ チ レ ン （TCE ）と共 に 重大な地 下水汚染物質 で あ 肌 そ

の 効率的な 分 解方法が襍 々 な 観点 か ら研 究 さ れ て い る。そ こ で 本 研 究で は、汚 染土壌から単離 した PCE

分解細菌 C“ostridium 　 bifermentans 　DPH −1 株 の 無細胞抽出液に よ る 脱塩棄化反砧の 検討を行 っ た。

【方法 と結 果 コ

　DPH −？株の 無細胞抽出液は 、培養終了後、菌体を超音波破砕 し 、
12，000 × g．20 分間遠 心分離 した

上溝液を用 い た 。 無細胞抽 出液に よる PCE 分解は ヘ ッ ドス ペ ー
ス GC 法で 測定 した 。 また、酵素活性は 1

unit （U）＝n脇 des 　of　product（TCE ・←　cis − 1，Z−DCE ）h
’1

｛mi 　 enzyme ）
凵1

によ 夢計算 した。電子供与

体 な しの 条件 に 比 べ 電子娯与体 と して エ タ ノール 、メ チ ル ビオ 日 ゲ ン を用 い た条件 で 酵素活性が各 々 2．

3倍高か っ た （1．8、2．1U ）。 こ の 反 旛系 に おける PCE 分解産物 は TCE 、　 cis −1，2一  C巳 そ して微驫の

塩化 ビ＝ ル で あ っ た。さら に、1
，
2一ジ ク 囗 ロ エ タ ン 、1

，
1

，
2一トリク コ ロ エ タ ン の 分 解に 対 して も酵素活

桂が確認された ua

虱樗来 の 展 開 罰

　PCE 労解酵素 の 精製、過伝子 レ ベ ル で の 分 解機構の 解明などを遜 し て環境修復撲術 へ の 応用を試み る 。
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